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（ ）

年 月 日現在の漁船統計 ）によると全国の海水
漁船隻数は 隻で，このうち石川県の漁船は ％
を占めており，石川県は海水漁船の隻数勢力では全国で
中位に位置している． 年の全国の海水漁船隻数は
年のピーク時の ％に減少しているが，石川県でも
年以降，海水漁船隻数は減少傾向にある．現在の水

産業は沿岸資源の悪化による漁獲量の減少，魚価の低迷，
漁業就労者の減少と高齢化等厳しい状況に直面してお
り， ， ）このような現状に漁船の老朽化，不景気に伴う
漁船の買換需要の低下という要因が重なって漁船隻数は
減少していると考えられる．
石川県では 年代中頃から 年代中頃に

石川県農林水産部水産課 （ 石川県金沢市広坂 ）

（ ）製の漁船隻数が急
激に増加する一方，木船の隻数が減少し，現在に至って
は大部分が 船になっている．現在使用されている

船の多くは 年前後に建造されたもので使用年
数は 年を経過しており，今後は 船の老朽化に伴
う廃船処理問題が大きくなることが想定される．しかし

船の耐用年数が明確でないために今後どの程度の
割合で廃船隻数が増加するのか明らかでない．
漁船隻数の動向は 船の廃船処理問題のほか，造
船業，漁船機器製造販売業，漁船保険業等にもかかわる
重要な問題である．漁船隻数の資料としては水産庁の刊
行する漁船統計表 ）並びに各都道府県の作成する漁船



統計があり， ）毎年 月 日現在の船質別，トン数階層
別，漁業種類別の隻数が集計されている．しかしこれら
の漁船統計は漁船の老朽化の現状や今後の漁船隻数の動
向を判断するための資料としては不充分である．という
のも漁船統計には建造（進水）年別隻数，新規登録隻数
および登録抹消隻数が集計されておらず，船齢，建造，
廃船等の状況が全く把握できないからである．しかし今
後の漁船隻数の動向を推定するにはむしろ進水年別隻
数，新規登録隻数，登録抹消隻数のデータが重要である．
漁船隻数の予測動向は将来の漁船漁業に係わる問題を

検討する際の基礎資料として有用である．このような観
点から進水年別の漁船隻数に着目したデータ解析を行っ
た．本報では最初に石川県漁船統計総覧に基づき現在ま
での漁船隻数の推移を概観し，次に過去 年間の進水年
別漁船隻数，新規登録隻数，登録抹消隻数の状況を整理
した．そして最後にそれらのデータを基に今後の
船隻数の動向を予測することを試みた．

材料および方法

漁船登録とは漁船法に基づく行為であり，船舶（総ト
ン数 トン未満の無動力船を除く）を漁船として使用す
るには都道府県が保管する漁船原簿に登録しなければな
らない．現在，石川県では独自システムを利用して漁船
の登録管理を行っている．この登録システムは 社
製のオフィスパソコン を用いたもので 年から
運用されており，漁船原簿の最新の登録内容と 年以
降の登録履歴がそれぞれ個別にデータベースとして記録
されている．本研究ではこの登録システムから 年
月 日現在の登録データと 年以降の登録履歴データ
をそれぞれ出力し，両データを表計算プログラム

（ 社）を用いて組み合わせることで過去 年
間の 月 日現在の登録状況を再現した．そしてその再
現データに基づいて進水年別隻数や平均船齢の推移を調
べた．また登録履歴データから 年以降の新規登録お
よび登録抹消のデータを抽出し，船質別トン数階層別登
録事由別の漁船隻数を年別に集計した．
本研究では漁船の建造，転用，県外譲受など新規に漁
船原簿が作成される場合を新規登録とし，廃船，解撤，
県外譲渡など漁船原簿が閉鎖される場合を登録抹消とし
て扱った．県内での譲渡あるいは相続により漁船の所有
者が代わる場合の事務上の手続きとしては，前所有者に
対して登録抹消し，それと同時に新所有者に対して新規
登録が行われる．この場合には漁船はそのまま承継され
て実質的な隻数の増減を伴わないので，本研究では県内
譲渡および県内相続を新規登録および登録抹消に計上し
ないことにした．なお登録システムから抽出したデータ
に不明な点があった場合にはその都度漁船原簿を確認し
てデータを適宜修正した．石川県の過去の漁船隻数の推
移については毎年 月 日現在の集計結果である石川県
漁船統計総覧 ）および水産庁が刊行する漁船統計表 ）

のデータに基づいた．

結果および考察

石川県の海水漁船勢力の推移 無動力漁船と動力漁船
の隻数および馬力数の推移を に示した．動力漁船
の隻数は 年以降急激に増加して 年には 隻
に達したが，その後は漸減傾向となり， 年には
隻になっている．無動力漁船の隻数は 年から 年
代に急激に減少し，その後も徐々に減少して 年には
隻になっている．これらの漁船隻数の推移から，石川
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県では 年代後半に漁船の動力化はほぼ完了したとい
える．一方，動力漁船の総馬力数は 年以降急激に上
昇し， 年には 年当時の約 倍である 万 に
達し，その後は動力漁船隻数の漸減傾向にもかかわらず
ほぼ一定で推移している．
動力漁船の隻数と総馬力数から漁船 隻当りの平均馬

力数を求めると，平均馬力数は 年の 隻か
ら 年の 隻へと上昇しており， 年当り
の割合で高出力化が進んでいる．漁船統計上の馬力

数は推進機関のシリンダ数，シリンダ直径および行程か
ら算出される漁船法馬力に基づくが，推進機関の実質的
な出力（軸出力）には回転数や正味平均有効圧も関係し
ており，近年それらを含めた推進機関の高性能化 ）が進
んでいる．このため推進機関の実質的な高出力化は漁船
法馬力数以上に進んでいるといわれている．
船質別の漁船隻数の推移を に示した． 船
と木船は大部分が沿岸漁業に用いられる トン以下の漁
船であり，鋼船は主に中型いか釣り，まき網，ます流網
など沖合漁業に用いられる漁船である． 船は
年代から 年代に急激に増加し，その後 年まで漸
増傾向にあったが， 年以降は僅かながら減少に転じ
ている．木船は 年代中頃以降減少傾向にあり，

年には 隻にまで減少している．従って 年代中頃
から 年代に沿岸漁業に用いられる漁船の 化が
急速に進み， 年代後半にはほぼ全て（ ％以上）が

化したといえる．一方，鋼船は 年代中頃から
年代中頃まで約 隻あったが，その後減船して

年以降は 隻前後になっている．
海水動力船の進水年別隻数の推移 石川県では 年
代後半に大部分の漁船が動力化している．従ってそれ以
降の漁船隻数の動向を検討するには動力船に着目すれば
よいといえる．本研究では 年以降の 月 日現在の
動力漁船の登録状況を 年毎に再現しており，そのうち
年， 年および 年の動力漁船の船質別進水年

別隻数を に示した． 年の登録状況をみると既
に 船が多数を占めているが，木船もまだ比較的多
く登録されており， 年代から 年代に進水した木
船が多い． 船では 年代以降に進水した漁船が
登録されており， 年の進水隻数が最も多く，それ以
降の進水年では隻数が減少している． 年と 年の
登録状況を 年のそれと比較すると， 年代から

年代に進水した木船が大幅に減少したことが分か
る．また 船では進水年の古いものほど隻数減少の
割合は高い傾向にあるが， 年前後に進水した
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船の隻数が特に多いため， 年の登録状況をみても
年前後に進水した 船の隻数が多いという状況

は変わっていない．
年， 年および 年の動力漁船のトン数階層

別進水年別隻数を に示した． 年の登録状況を
みると 年代から 年代前半に進水した漁船はそれ
以降に進水した漁船に比べて トン未満の漁船の割合が
低く， トン以上の漁船の割合が高い傾向にある．また
年と 年の登録状況をみると 年代中頃以降に

進水した漁船の多くは トン未満であることが分かる．
漁船の進水年は建造年とほぼ一致するので上述の進水

年別隻数の結果は漁船建造の推移を示していると考えら
れる．すなわち 年頃から始まった 船の建造は
その後急速に増加して 年にピークとなり，その後は
減少傾向にある．また 年代から 年代前半に建造
された 船はそれ以降に建造された 船よりも
総トン数の大きいものが多い．これらの事実から 年
代から 年代前半にトン数の大きな 動力船が数
多く建造された結果，漁船漁業の漁獲努力量は飛躍的に

高まったものと考えられる．
海水動力船の新規登録と登録抹消の推移 船質別トン
数階層別事由別の新規登録隻数の推移を に示し
た．新規登録漁船の大部分（ ％）は 船であり，
トン未満船の登録が最も多く，全体の ％を占めてい
る．新規登録隻数は 年の 隻から 年の 隻へ
と年々減少する傾向にあり， トン未満の階層で登録隻
数の減少が著しい．また トン以上の階層の新規登録隻
数は年平均 隻であり，過去 年間は減少傾向は認めら
れない．登録事由別にみると転用による新規登録は年間
約 隻とほぼ一定であるが，建造による新規登録は年々
減少する傾向にある．
船質別トン数階層別事由別の登録抹消隻数の推移を
に示した．抹消隻数は年平均 隻であり，年によ

って多少の増減はあるものの概ね一定である．船質別に
みると木船の抹消隻数が年々減少し，逆に 船の抹
消隻数が増加する傾向にある．これは漁船登録されてい
る木船の隻数が年々減少していることと 船の老朽
化が進行していることを反映した結果である．トン数階
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層別では トン未満船の抹消隻数が最も多く，次いで
トン未満船の抹消隻数が多い．事由別では廃船による
登録抹消が全体の ％を占めており，解撤による抹消は
％にとどまっている．漁船登録上の廃船とは，漁船登

録を抹消することであり，船体を廃棄処分することを伴
わない．従って廃船抹消した漁船はその後一般船舶とし
て使用されるか，廃棄処分されずに漁港等に放置されて
いる可能性が高い．今後 船の抹消隻数は年々増加
すると考えられることから，放置船の増加， 船の
廃棄処分の問題が大きくなると考えられる．
海水動力船の船質別平均船齢の推移 動力漁船の進水

年別隻数のデータから計算した船質別平均船齢の結果を
に示した．木船，鋼船および 船の船齢は年々

高まる傾向にあり，いずれも船齢はほぼ直線的に上昇し
ている．木船の船齢が最も高く， 年間に 年のペー
スで高齢化している．これは近年，木船の建造がほとん
どないためである．鋼船の高齢化は最も緩やかで， 年
間で 年ずつ船齢が増している． 船の船齢は

年には 年であったが， 年間に 年のペース
で高齢化して 年には 年となっている．平均船齢
は進水年別漁船隻数の組成によって決定される．進水年
別隻数を示した から明らかなように， 船で
は 年代から 年代前半に進水した漁船が今なお多
く登録されており， 船の高齢化は今後さらに進行
すると考えられる．

船の耐用年数 既に動力漁船の大部分は 船
であり，今後も 船が漁船の主流であると考えられ
る．従って漁船隻数の動向を検討する場合は 船に
着目すればよいといえる．そこで先ず 年から 年
までの 船の進水年別の隻数変化を調べた（ ）．
進水年別の隻数変化をみるにあって進水年を 年毎に図

示すると年間の隻数変化が少ない場合があるため隻数変
化の特徴がつかみにくい．そこで 年から 年まで
の進水年を 年分ずつまとめ，各年代別に 年におけ
る隻数を ％とした隻数変化を図示した． 年から

年に進水した 船の隻数は過去 年間あまり減
少していないが，進水年が古い 船ほど隻数の減少
が著しく， 年から 年に進水した 船は 年
間で ％に減少している．さらに進水年別の隻数変化の
あてはめ曲線をみると曲線が湾曲しており，隻数の減少
割合が年々大きくなっていることが分かる．これは
年から 年の間にも 船の高齢化（老朽化）が進
み，登録抹消される割合が高まるためだと考えられる．
以上のことから 船の隻数減少の割合は船齢と関係
のあることが分かる．
そこで次に 船の船齢と隻数変化の関係を調べた

（ ）．隻数変化をまとめるにあたって 年から
年の各年における船齢別の隻数に対する 年後の隻数割
合を求めた．ここで 年後の隻数を求めたのは区切りが
よいことと 年または 年程度では隻数の変化が小さく，
船齢と隻数変化の関係が明瞭でなかったためである．船
齢と 年後の隻数の関係をみると両者の間には直線関係
が認められ（ ），船齢が高い 船
ほどその後の隻数減少の割合が大きいことが明らかにな
った．
前述の船齢と隻数変化の関係式は船齢 年以下の漁船

隻数から求めたものであるが，この関係式が船齢 年以
上の漁船にも当てはまると仮定して 船の隻数の推
移モデルを考えた．ある年に進水した 船のその年
の登録隻数を とすると 年後の登録隻数は関係式に
を代入して求めた値（ ）を に乗じて となる．
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さらにその 年後の登録隻数は関係式に を代入し
て求めた値（ ）を に乗じて となる．同様に
年毎の登録隻数を算出して に示した．この推移
モデルでは 年後および 年後の隻数は をやや上回
る．これは進水後 年間は中古船の登録（転用）隻数が
抹消隻数よりも多いためである．進水 年目以降に登録
隻数は減少するが，進水後 年から 年の間は隻数減少
は年々顕著になり，その後隻数減少は鈍化する．これは
漁船の高齢化に伴い隻数の減少割合は増加するが，高齢
化した漁船の場合は既に隻数そのものが少なくなってい
るために隻数減少が鈍化するのである．既に述べたよう
に高齢化の著しい木船の場合，登録隻数は 年代中頃
以降減少しているが，隻数減少は年々鈍化する傾向にあ
る（ ）．このように高齢化漁船の隻数減少の鈍化は

実際に木船でもみられる現象である．
前述のように 船の登録隻数がある船齢を境に急
速に減少することは考えられないので， 船の耐用
年数を明確に示すことはできない．しかし登録隻数が半
減するまでを耐用年数とみなせば（ ）， 船
の漁船としての耐用年数は約 年であるといえよう．
今後の 船の隻数動向 前述の 船の船齢と

年後の隻数の関係式を用いて 年と 年の 船
の隻数を推定した．推定に先立ち 年の進水年別登録
隻数のデータを用いて 年以前に進水した 船の
年と 年における登録隻数を推定したところ，推

定隻数と実際の隻数との誤差は ％以内であった．
年の進水年別隻数から推定した 年と 年の隻数の
結果を に示した．なお 年以降に進水する

船の隻数については， 年から 年までの進
水隻数の減少傾向（ 隻 年）が 年まで継続し，
それ以降は年間 隻で一定になると仮定した． 年以
降の進水隻数を一定としたのは，今後 船の高齢化
に伴う買換需要の増加が見込まれ，際限なく隻数が減少
し続けることはないと考えたからである． 年および

年の進水年別の隻数をみると（ ）， 年代中
頃以前に進水した 船で大幅に隻数が減少すること
が予想され， 年に 隻であった 漁船の隻
数は 年には 隻， 年には 隻に減少する
と推定される．また 年までの 年間の登録抹消隻数
は約 隻に達すると予想される．さらに 年にお
ける鋼船と木船の登録隻数をそれぞれ 隻および 隻
とすると石川県の海水動力漁船隻数は約 隻となり，
年の登録隻数の ％にまで減少すると考えられる．
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前述のように石川県では， 年代中頃以前に進水し
た 船を中心に今後登録隻数が大幅に減少し，
年までの 年間で約 隻の 船が登録抹消され
ると推定された．廃漁船は産業廃棄物であり，その処理
責任は漁業者にある．しかし処理施設やコストの問題が
あるため廃 船の一部は漁港や海岸に放置されてい
るのが現状であり，今後登録抹消隻数の増加に伴い放置
漁船はさらに増加すると考えられる．小型の漁船では登
録番号は船体にペンキ等で書かれている場合が多く，風
雨等で登録番号が消えてしまうと所有者を特定すること
が困難になり，結果的に廃漁船の処理責任の所在や費用
負担の問題が生じることが予想される．こういった問題
の発生を防ぐためにも放置漁船の実態把握とその管理方
法に関して早急に検討する必要があろう．
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